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琉球列島から得られたクロタチカマス科魚類 3種
（アオスミヤキ・エラブスミヤキ・オオメカゴカマス）の記録

加瀬出帆 1・出羽優凪 2・中川龍一 3・本村浩之 4

A total of 11 specimens of three snake mackerels (Gempyl-
idae) were collected from the Ryukyu Islands, Japan: Epinnula 
rex Ho, Motomura, Hata and Chiang, 2022 [a single specimen, 
481.1 mm standard length (SL), Amami-oshima island, Amami 
Islands]; Neoepinnula minetomai Nakayama, Kimura and Endo, 
2014 (three specimens, 258.8–305.7 mm SL, Yokoate-jima and 
Takara-jima islands, Tokara Islands); and Rexea nakamurai 
Parin, 1989 (seven specimens, 258.7–378.9 mm SL, Taira-jima 
and Yokoate-jima islands, Tokara Islands; Amami-oshima island, 
Amami Islands; and Okinawa-jima island, Okinawa Islands). 
The three species were firstly recorded from each collected lo-
cality. In addition, the presently reported three specimens of N. 
minetomai represent the third specimen-based record of the spe-
cies.
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 Abstract

クロタチカマス科魚類は主に 200 m以深の深海域に生

息することが知られており（Nakamura and Parin, 1993；中

坊・土居内，2013），日本国内から 13種が知られている

（中坊・土居内，2013; Nakayama et al., 2014; Ho et al., 2017, 

2022）．本科魚類の多くは一般的な底曳網漁の対象になり

にくいことから，採集例が少なく，生息状況には不明な点

が多い（荻野・松沼，2018）．

2019年 8月から 2025年 12月の間に，琉球列島から

3種のクロタチカマス科魚類，アオスミヤキ Epinnula rex 

Ho, Motomura, Hata and Chiang, 2022（1標本：奄美大島），

エラブスミヤキ Neoepinnula minetomai Nakayama, Kimura 

and Endo, 2014（3標本：横当島・宝島），およびオオメカ

ゴカマス Rexea nakamurai Parin, 1989（7標本：平島，横当

島，奄美大島，および沖縄島）が採集された．これらの標

本は各海域における 3種の初めての記録であり，トカラ列

島から得られたエラブスミヤキについては本種の 3例目の

記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1958)と Nakamura 

et al. (1983)にしたがった．尾鰭上葉長・下葉長，および

体高の計測は Nakayama et al. (2014)にしたがった．骨質の

両眼間隔の計測は Roberts and Stewart (1997)にしたがった．

アオスミヤキの側線鱗数の計数は Ho et al. (2017)にした

がった．標準体長は体長または SLと表記し，体部の計測

はノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．生鮮時の体色

の記録は，ホルマリン固定の前に撮影された標本のカラー

写真に基づいて記載した．標本の作製，登録，撮影，およ

び固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標

本は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管され，上

記の生鮮時の写真は同館データベースに登録されている．

Epinnula rex Ho, Motomura, Hata and Chiang, 2022

アオスミヤキ
（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 178534，体長 481.1 mm，鹿児島県奄美

大島西方沖（28°37′10″N, 128°36′90″E），水深 300 m，2022

年 12月 14日，村田　勉．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示す．頭長は第 2背鰭最長軟条の 2.8倍，胸鰭長の 1.7

倍，腹鰭長の 3.2倍．体は側扁し，細楕円形．体背縁の輪

郭は吻端から第 1背鰭第 4棘基部まで緩やかに上昇した

後，第 2背鰭起部まで体軸とほぼ平行となり，そこから尾

鰭基底上端まで緩やかに下降する．体腹縁の輪郭は下顎前

端から腹鰭起部まで緩やかに下降した後，臀鰭起部まで体
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軸とほぼ平行となったのち，そこから尾鰭基底下端まで緩

やかに上昇する．眼は大きく，円形．眼隔域は平坦．鼻孔

は 2対で，両鼻孔は眼の前縁前方にある．前鼻孔は円形で，

後鼻孔は裂状で細長い．上顎後端は眼窩前縁を越えるが眼

窩中央には達しない．肛門は楕円形．口裂は大きく，体腹

縁は滑らかで骨質隆起を欠く．第 1背鰭起部は前鰓蓋骨後

端と主鰓蓋骨後端の中間地点の直上にあり，第 1背鰭基底

後端は肛門の直上にある．第 2背鰭起部は臀鰭起部よりや

や前方にあり，第 2背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりわず

かに前方にある．第 2背鰭と臀鰭は鎌状で，いずれも前部

が伸長する．胸鰭基底上端と下端は，それぞれ第 1背鰭第

1棘と第 2棘，ならびに第 3棘と第 4棘基部の中間地点の

直下に位置する．胸鰭後端は第 1背鰭第 9棘基部直下に達

する．腹鰭起部は第 1背鰭第 5棘基部の直下にある．たた

んだ腹鰭後端は，第 1背鰭第 8棘と第 9棘基部間の直下に

達する．小離鰭はもたない．尾鰭は二叉形を呈し，深く湾

入する．側線は 2本あり，胸鰭上方（第 1背鰭第 6棘基部

直下）で分枝する．上方の側線は分枝点からそのまま体背

縁にそって尾鰭まで伸びる．上方側線鱗数は前部（側線始

部から分枝点にかけて）において 22，後部（分枝点以後）

において 198（総数は 220）．下方の側線は分枝後，体側中

央付近から胸鰭後方にかけて頭部方向に大きく湾曲したの

ち，体腹縁に沿って尾鰭まで伸びる．下方側線鱗数は垂直

部において 74，直走部において 179（総数は 253）．

色彩　生鮮時（Fig. 1）―体は一様に青みがかった銀褐

色．第 1背鰭，胸鰭，および腹鰭は黒色．胸鰭後端付近に

約 5個の黒色斑をもつ．第 2背鰭と臀鰭は灰色．尾鰭は全

体的に黒味がかり，上縁・下縁付近が濃い黒色で，尾鰭中

央は白みを帯びる．

分布　本種は日本，台湾，マリアナ諸島（グアム），ハ
ワイ，ニュージーランド，およびオーストラリア東岸から

記録されており（Ho et al., 2017；畑，2024; Tea et al., 2025; 

Myers et al., 2025），日本国内においては，茨城県沖，千葉

県館山市沖，神奈川県小田原市沖，静岡県（遠州灘），三

重県（紀北町沖，尾鷲市沖，紀伊大島，および熊野灘），

高知県，鹿児島県（平島と与論島），沖縄県（石垣島），お

よび東京都（沖ノ鳥島）から報告されている（久保ほか，

2012；中坊・土居内，2013；岡本，2014, 2019; Hata and 

Motomura, 2016；山田ほか，2020；三澤ほか，2020; Ho et 

al., 2017, 2022；本田ほか，2024；笹木，2025；甲斐・御所，

2025）．なお，Ho et al. (2017)は KAUM–I. 165071の産地を

愛知県御前崎沖の遠州灘（34°22′N, 138°11′E）と表記した

が，御前崎沖であることや緯度経度の位置から，正しくは

静岡県（遠州灘）であると考えられる．本研究によりアオ

スミヤキの奄美大島近海における分布が確認された．

備考　本標本は側線が 2本あり，胸鰭上方で分枝する

こと，第 1背鰭が 16棘，第 2背鰭が 1棘 18軟条であるこ

と，臀鰭が 3棘 15軟条であること，頭長が第 2背鰭最長

軟条長の 2.8倍，胸鰭長の 1.6倍，および腹鰭長の 3.2倍

であること，側線下方分枝の垂直部の側線鱗数が 74，平

行部の側線鱗数が 179であること，および臀鰭起部が第 2

背鰭起部直下より後方にあることなどの特徴が，Ho et al. 

(2017, 2022)の示したアオスミヤキ Epinnula rexの特徴と

一致したため，本種に同定された．なお，アオスミヤキは

唯一の同属他種である Epinnula magistralis Poey, 1854（大

西洋に分布）と比較して，第 1背鰭棘条数が 17–18（E. 

magistralisでは 15–16），臀鰭軟条数が 15–16（13–14），下

方側線鱗数が 247–268（285–330）であることなどの特徴

から識別される（Ho et al., 2017）．

Ho et al. (2017)は汎世界的に分布すると考えられていた

E. magistralisの分類学的再検討を行い，太平洋に分布する

種を Epinnula pacifica Ho et al., 2017として新種記載した．

しかし，名義名 E. pacificaは国際動物命名規約に基づき，

現在Neoepinnula orientalis (Gilchrist and von Bonde, 1924)（ト

ウヨウカマス）の新参異名とされている Epinnula orientalis 

pacifica Grey, 1953と同名関係にあるとみなされた［動物

Fig. 1. Photograph of Epinnula rex (KAUM–I. 178534, 481.1 mm SL) from Amami-oshima island, Amami Islands, Ryukyu Islands, 
Japan.
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命名法国際審議会，2005（条 45.2）；Ho et al., 2022］．なお，

同名関係にあるこれらの 2名義種は現在異なる属に帰属さ

れているものの，E. orientalis pacifica Grey, 1953のみが有

効とされる［動物命名法国際審議会，2005（条 52.2）；Ho 

et al., 2022］．これらのことから Ho et al. (2022)により E. 

pacifica Ho et al., 2017に対し，新たに置換名 E. rexが提唱

された．

本標本の上方側線鱗の総数（220）は Ho et al. (2017)の

示した値（185–208）よりわずかに大きかったが，本標本

の前部上方側線鱗数（22）と後部上方側線鱗数（198）は

Ho et al. (2017)が示した計数値の範囲内であった．また，

本標本は胸鰭後方付近に約 5個の黒色斑をもち，この特

徴は過去の太平洋産アオスミヤキに関するほとんどの文

献では述べられていない（Kamohara, 1938；中村，1984; 

Ho and Yee, 2012；岡本，2014, 2019; Stewart, 2015; Hata and 

Motomura, 2016; Ho et al., 2017；山田ほか，2020；三澤ほか，

2020; Myers et al., 2025；笹木，2025）．しかし，Matsubara 

and Iwai (1952)は，1標本のアオスミヤキ（体長 188 mm，

尾鷲沖，熊野灘；E. magistralisとして報告）に基づき，本

研究で用いた奄美大島近海産の 1標本と同様の胸鰭の黒色

斑について記載している．

アオスミヤキの国内における記録は「分布」の項にお

いて記述した通りである．したがって，本研究の 1標本は

本種の奄美大島からの初めての記録となる．

Neoepinnula minetomai Nakayama, Kimura and Endo, 2014

エラブスミヤキ
（Fig. 2; Table 1）

標本　3個体：KAUM–I. 156095，体長 300.4 mm，鹿児

島県トカラ列島横当島沖（28°47′N, 128°50′E），水深 600 m，

釣り，2021 年 3 月 19 日，白間秀和；KAUM–I. 187291，

体長 305.7 mm，鹿児島県トカラ列島宝島沖（29°11′N, 

129°09′E），2023 年 7 月 13 日， 前 川 隆 則；KAUM–I. 

Table 1.  Counts and measurements of three species of the family Gempylidae from the Ryukyu Islands.

Epinnula rex 　 Neoepinnula minetomai Rexea nakamurai
n ＝ 1 n ＝ 3 n ＝ 7

Standard length (SL, mm) 481.1 258.8–305.7 258.7–378.9
Fork length (mm) 514.9 281.1–333.6 273.1–399.5
Counts
 Dorsal-fin rays XVI-I, 18 XVI-I, 19 or 20 XVIII-I, 13 or 14 + 2
 Anal-fin rays Ⅲ, 15 III, 19–21 I, 13 + 2
 Pectoral-fin rays 13 15 13
 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 –
Measurements (% of SL)
 Head length 33.3 32.6–35.0 (33.9) 31.1–33.0 (32.0)
 Orbit diameter 8.6 10.7–12.7 (11.9) 8.7–9.7 (8.9)
 Fleshy interorbital width 9.5 8.8–9.5 (9.2) 8.3–9.4 (8.7)
 Bony interorbital width 5.3 7.0–7.1 (7.1) 4.2–5.0 (4.6)
 Body depth at pelvic-fin base 22.1 27.5–29.5 (28.8) –
 Body depth at anal-fin origin 20.2 27.7–29.6 (28.6) 14.6–15.9 (15.3)
 Pectoral-fin length 20.0 17.8–17.9 (17.9) 12.4–13.6 (13.0)
 Upper caudal-fin lobe length 25.4 24.1–26.6 (25.1) 17.1–18.7 (18.2)
 Lower caudal-fin lobe length 21.5 25.1–26.9 (25.8) 16.9–18.4 (17.6)
 Snout length 11.1 10.2–11.4 (10.7) 11.3–12.6 (12.0)
 Postorbital length 14.4 12.0–12.3 (12.1) 11.0–12.1 (11.3)
 Upper-jaw length 15.0 13.9–14.5 (14.2) 12.9–13.7 (13.4)
 Suborbital width 1.4 0.9–1.2 (1.1) 1.0–1.5 (1.2)
 First pre-dorsal-fin length 28.0 32.0–33.2 (32.7) 29.1–31.2 (29.9)
 Second pre-dorsal-fin length 70.0 69.7–70.7 (70.2) 74.6–75.8 (75.2)
 First dorsal-fin base length 43.3 38.6–38.7 (38.7) 45.0–47.3 (46.0)
 Second dorsal-fin base length 18.8 21.3–21.9 (21.7) 18.1–19.5 (18.9)
 Pre-pectoral-fin length 30.6 31.9–33.5 (32.5) 30.7–33.0 (31.9)
 Pre-pelvic-fin length 40.4 41.7–42.6 (42.0) –
 Pelvic-fin length 10.4 8.8–11.4 (10.2) –
 Pre-anal-fin length 73.4 69.6–71.7 (70.5) 75.0–76.6 (76.0)
 Pre-anus length 68.6 65.9–66.8 (66.4) 71.0–73.4 (72.5)
 Anal-fin base length 16.8 22.5–23.7 (23.0) 17.6–19.3 (18.5)
 Abdominal length 35.0 28.9–30.3 (29.8) –
 Tail length 30.4 34.6–36.1 (35.3) 25.2–26.9 (26.1)
 Caudal-peduncle length 13.9 11.1–12.6 (12.1) 6.9–8.1 (7.4)
 Caudal-peduncle depth 5.4 5.7–6.4 (6.1) 4.2–4.8 (4.4)
 Caudal-peduncle width 3.5 3.7–3.8 (3.8) 2.4–3.0 (2.8)
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187895，体長 258.8 mm，鹿児島県トカラ列島近海，2023

年 7月 26日，前川隆則．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示す．体は側扁し，細楕円形．体高は臀鰭起部（KAUM–

I. 187291では腹鰭起部）において最大．体背縁の輪郭は

吻端から第 1背鰭第 5棘基部にかけて緩やかに上昇し，第

1背鰭第 5棘基部から第 1背鰭第 13棘基部にかけては体

軸とほぼ平行となる．そこから第 2背鰭起部にかけてわず

かに上昇した後，第 2背鰭基底後端にかけて下降する．体

腹縁の輪郭は下顎先端から腹鰭起部にかけて下降し，そこ

から臀鰭起部までは体軸と平行となる．その後臀鰭起部か

ら臀鰭基底後端まで上昇する．吻端は尖り，下顎先端は上

顎よりやや前方に突出する．眼は巨大で円形．眼隔域は平

坦．鼻孔は 2対で，眼の前縁前方に位置する．前鼻孔は円

形で前面を向き，後鼻孔は裂状で細長い．前鰓蓋骨後下縁

は鋭角をなす．肛門は楕円形．口裂は大きく，上顎後端は

瞳孔の前縁直下に達する．上顎前部には大きな犬歯状歯

（KAUM–I. 187895では 3対，KAUM–I. 156095では 2対，

KAUM–I. 187291では 1対）をもつ．下顎に発達した犬歯

状歯はない．体腹縁は滑らかで，骨質隆起を欠く．第 1背

鰭起部は鰓蓋後端より前方に位置する．第 1背鰭基底後端

は肛門の直上よりやや後方にある．第 1背鰭は第 4–7棘が

最長．第 1背鰭背縁は第 4棘にかけて上昇した後，第 7棘

から緩やかに下降する．第 2背鰭と臀鰭は鎌状を呈し，い

ずれも前部が伸長する．第 2背鰭起部は肛門の直上よりわ

ずかに後方に位置する．胸鰭基底上端と下端はそれぞれ第

1背鰭第 1棘と第 2棘，ならびに第 3棘と第 4棘基部の中

間地点の直下にある．胸鰭の後端は第 1背鰭第 8棘と第 9

棘基部の中間地点の直下に達する．腹鰭起部は第 1背鰭第

6棘基部の直下に位置する．臀鰭起部は第 2背鰭起部直下，

またはそれよりわずかに後方に位置する．小離鰭はもたな

い．尾鰭は二叉形を呈し，深く湾入する．側線は二本あり，

鰓蓋の上端から起始する．上方の側線は体背縁に沿って

はしり，尾鰭基部まで続く．下方の側線は主鰓蓋後縁に沿っ

て下降し，胸鰭基部付近で後方にやや湾曲したのち，体腹

縁付近に達する．そこから尾鰭に向かって体腹縁に沿って

上方側線より長く伸びる．

色彩　生鮮時（Fig. 2）―体は一様に銀白色を呈し，体

背面は黒みがかる．第 1背鰭後縁は黒色を帯び，第 1背鰭

第 2–5棘間の鰭膜に黒色斑がある．胸鰭は黒色．尾鰭は上

葉・下葉ともに黒みを帯びる．第 1背鰭，胸鰭，および尾

鰭を除く各鰭は白色半透明．固定標本の口腔内は均一に黒

色．

分布　本種は大隅諸島口永良部島（タイプ産地）と
台湾からのみ記録されている（Nakayama et al., 2014; Ho et 

al., 2025）．本研究により，新たにトカラ列島横当島と宝島

における分布が確認された．

備考　記載した 3標本は眼が大きく，眼窩径が吻長と

ほぼ等しく，両眼間隔より大きいこと，眼窩上縁が頭部の

体背縁にかかること，肉質両眼間隔幅が眼窩径より小さい

こと，前鰓蓋骨の後下縁が鋭角をなすこと，第 2背鰭と臀

鰭が鎌状を呈すること，下顎に発達した犬歯状歯がない

こと，下方側線の前部が主鰓蓋に覆われること，口腔内が

均一に黒色であることなどの特徴が Nakayama et al. (2014)

の示したエラブスミヤキ Neoepinnula minetomaiの特徴と

一致したため，本種に同定された．本研究における各部の

計測において，眼窩径は Nakayama et al. (2014)で示された

値（10.6–10.9）よりわずかに大きかった（10.7–12.7）．こ

れらの差異は既報のエラブスミヤキの計測値が Nakayama 

et al. (2014)と Ho et al. (2025)によって報告された 3標本の

みに基づき，本種の種内変異を網羅できていないことによ

ると考えられる．

Fig. 2. Photograph of Neoepinnula minetomai (KAUM–I. 187291, 305.7 mm SL) from Yokoate-jima island, Tokara Islands, Ryukyu 
Islands, Japan.
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エラブスミヤキの国内における記録は「分布」の項に

おいて記述したとおりであり，本研究の 3標本は本種のト

カラ列島からの初めての記録となるとともに，本種の 3例

目（4–6個体目）の記録となる．

Rexea nakamurai Parin, 1989

オオメカゴカマス
（Fig. 3; Table 1）

標本　7 個体：KAUM–I. 138125，体長 258.7 mm，沖

縄島近海，那覇市泊いゆまちにて購入，2019年 8月 29

日，桜井　雄；KAUM–I. 160157，体長 311.1 mm，鹿児島

県トカラ列島横当島，水深 290 m，釣り，2021年 9月 9

日，伊豆味隆臣；KAUM–I. 161455，体長 304.8 mm，鹿児

島県トカラ列島横当島（28°47′N, 128°59′E），水深 180–200 

m，2021 年 9 月 23 日，釣り，境喜美夫・境　昭一；

KAUM–I. 162653，体長 378.9 mm，鹿児島県奄美大島近

海（28°30′N, 128°56′E），水深 320–350 m，2021年 11月 17

日，釣り，村上孝士；KAUM–I. 189284，体長 287.2 mm，

KAUM–I. 189285，体長 303.9 mm，鹿児島県トカラ列島平

島南東沖（29°40′N, 129°33′E），釣り，2023年 8月 21日，

金井耀大；KAUM–I. 222997，体長 308.2 mm，鹿児島県奄

美大島近海（28°28′N, 129°28′E），2025年 12月 30日，前

川隆則．

記載　計測形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示す．体は側扁し，短剣状．体背縁の輪郭は吻端から眼

の上縁にかけてまで上昇し，眼窩上部でわずかに隆起した

後，第 1背鰭起部まで緩やかに上昇する．その後第 2背鰭

起部まで体軸とほぼ平行になり，尾鰭基底上端にかけて緩

やかに下降する．体腹縁の輪郭は胸鰭後端直下まで下降し

た後，尾鰭基底部にかけて緩やかに上昇する．眼は大きく，

円形．口は大きく，上顎後端は眼窩前縁を越えるが眼窩中

Fig. 3. Photographs of Rexea nakamurai from the Ryukyu Islands. A: KAUM–I. 138125, 258.7 mm SL, Okinawa-jima island, Oki-
nawa Islands; B: KAUM–I. 160157, 311.1 mm SL, Amami-oshima island, Amami Islands; C: KAUM–I. 189285, 303.9 mm SL, 
Taira-jima island, Tokara Islands.
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央には達しない．両顎の側歯列は小型の犬歯状．上顎の前

端に 3–6本の長い犬歯状歯が（KAUM–I．160157, 162653, 

189285では 3本，KAUM–I. 138125, 189284では 2対＋ 1本，

KAUM–I. 161455, 222997では 3対），下顎の前端には 1対

の犬歯状歯がある．鰓耙は 1–2尖頭．肛門は楕円形．体腹

縁はなめらかで骨質隆起を欠く．第 1背鰭起部は鰓蓋後端

よりわずかに前にある．第 1背鰭基底後端は肛門のほぼ直

上，またはそれよりわずかに後方に位置する．第 2背鰭起

部は臀鰭起部の直上，またはそれよりわずかに前方に位置

する．胸鰭基底上端と下端はそれぞれ第１背鰭第 1棘基部

直下と，第 1背鰭第 2棘と第 3棘基部の中間地点の直下に

ある．胸鰭後端は第 1背鰭第 6棘と第 7棘基部の中間地点

の直下に達する．腹鰭を欠く．尾鰭は二叉形．側線は 2本

あり，第１背鰭第 5–6棘基部直下で分枝する．上方の側線

は分枝後，体背縁に沿って走り第 2背鰭基底後端を超える．

下方の側線は分枝後，体側下方を上下に波打ちながら尾

鰭基底の直前に達する：KAUM–I. 138125では第 1背鰭第

12棘直下から第 2背鰭第 1棘にかけて，わずかに凸型に

波打った後，緩やかに上方にカーブを描き尾鰭基底直前ま

で達する．KAUM–I. 160157は背鰭第 15棘基部直下まで

は下方にカーブを描き，第 1背鰭第 15–17棘基部直下で凸

型に波打った後，ゆるやかに上下しながら尾鰭基底直前ま

で達する．KAUM–I. 161455は第 1背鰭第 12棘基部直下

までは下方にカーブを描き，第 1背鰭第 12–14棘基部直下

で凸型に波打った後，ゆるやかに上下しながら尾鰭基底直

前まで達する．KAUM–I. 162653は第 1背鰭第 14棘基部

直下までは下方にカーブを描き，第 1背鰭第 14棘基部か

ら第 2背鰭第 1棘基部直下で大きく凸型に波打った後，ゆ

るやかに上下しながら尾鰭基底直前まで達する．KAUM–I. 

189284は第 1背鰭第 10棘基部直下までは下方にカーブを

描き，第 1背鰭第 10–12棘基部直下で凸型に波打った後，

第 1背鰭第 17棘基部から第 2背鰭第 1棘基部まで再び凸

型に波打つ．その後，ゆるやかに上下しながら尾鰭基底直

前まで達する．KAUM–I. 189285は第 1背鰭第 9棘基部直

下までは下方にカーブを描き，第 1背鰭第 9–11棘基部直

下で凸型に波打った後，第 1背鰭第 16棘基部から第 2背

鰭第 1棘基部まで再び凸型に波打つ．その後，ほぼ直走し

て尾鰭基底直前まで達する．KAUM–I, 222997は第 1背鰭

第 14棘基部直下までは下方にカーブを描き，第 1背鰭第

14–16棘基部直下で凸型に波打った後，ゆるやかに上下し

ながら尾鰭基底直前まで達する．背鰭と臀鰭の後方には小

離鰭がそれぞれ 2個ある．鱗域は小さく，体側後半から尾

柄にかけての範囲のみ覆われる．

色彩　生鮮時（Fig. 3）―体は一様に銀褐色で，体背縁

は黒みがかる．第 1背鰭は白色半透明で，上縁が黒色を帯

びる．第 1背鰭第 1–3棘間の鰭膜の上端付近に黒色斑をも

つ．胸鰭は銀白色で，尾鰭は薄い黒色．その他の各鰭は白

色半透明．

分布　本種はナザレスバンクと，日本，スマトラ島，
およびオアフ島に至るインド・太平洋に分布し（Parin, 

1989; Nakamura and Parin, 1993；畑，2024），日本国内にお

いては，三重県熊野灘，与論島，および九州パラオ海嶺

から記録されている（中坊・土居内 , 2013；岡本，2014, 

2019；荻野・松沼，2018；笹木，2025）．また，東京都島

しょ農林水産総合センターホームページ内の「珍魚採集報

告（URL）」において，八丈島から得られた本種の 1個体

が紹介されている．本研究により，新たにトカラ列島平島・

横当島，奄美大島，および沖縄島における本種の分布が確

認された．

備考　記載標本は下方の側線が体側下方に伸び，波打
つこと，側線が第 1背鰭第 5棘と第 6棘基部の直下で分枝

し，上方の側線が第 2背鰭後端を越えて伸びること，体側

後半から尾柄にかけての鱗域が狭いこと，眼は大きく，頭

長の 25.0％以上であることが Parin (1989)，Nakamura and 

Parin (1993)，および中坊・土居内（2013）の示したオオメ

カゴカマス Rexea nakamuraiの特徴と一致したため本種に

同定された．

オオメカゴカマスの識別的特徴として，下方の側線が

体側下方に伸び，波打つことが挙げられるが，本研究で報

告された標本において，下方側線の後部の形状に変異が

みられた（「記載」の項を参照）．また，同一個体であって

も右体側と左体側で側線の形に違いがみられた（KAUM–

I. 189284, 189285：左体側では 2度凸型に波打つのに対し，

右体側ではそれぞれ第 1背鰭第 9–11棘基部直下と第 1背

鰭第 13–15棘基部直下で一度凸型に波打つ）．しかしなが

ら，これらの標本は「備考」の冒頭で示したオオメカゴカ

マスの特徴（上方の側線の後端が第 2背鰭後端を越える，

眼径が頭長の 25.0％以上など）をもつことから本種に同定

され，各標本の下方側線の形状にみられる相違は種内変異

であると考えられる．

オオメカゴカマスの国内における記録は「分布」の項

において記述した通りである．そのため，本研究の 7標本

はそれぞれトカラ列島，奄美大島，および沖縄島からの初

めての記録となる．
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